
	 

	 

	 

	 

■本教材のねらい	 

①政治及びまちづくりの主役は自分自身であり,まちづくりに参加できることに気づける	 

ようにする。	 

②岸和田市では市民を主役に位置づけた,まちづくりのルール「岸和田市自治基本条例」	 

があることを理解できるようにする。	 

■本教材の対象学年（社会科の授業のなかで活用することを想定しています。）	 

小学６年生	 ※ただし,小学６年生以外への使用をさまたげるものではありません。	 

（市では幅広い年代への活用を想定しています。）	 

■本教材を使用する授業の位置づけについて	 

	 東京書籍『新しい社会６下』の大単元「わたしたちの生活と政治」を学習後,もしくは「わ

たしたちの生活と政治」のなかの「子育て支援の願いを実現する政治」または「震災復興の

願いを実現する政治」の学習後に１時限（４５分）を利用し,本教材を活用した授業を行う。	 

■本教材の構成	 

（１）動画【ＤＶＤ／動画ファイル】（全編	 約２４分）	 

１章	 オープニング	 （約 1 分）	 

２章	 まちづくりと政治	 （約１０分３０秒）	 

	 	 	 	 ・まちづくりと政治	 

	 	 	 	 ・岸和田市の政治	 

	 	 	 	 ・助け合いのまちづくり～自助・共助・公助から考える～	 

３章	 自治基本条例	 （約１０分３０秒）	 

	 	 	 	 	 	 ・自治基本条例	 

	 ・自治基本条例を理解する３つのキーワード～協働・参画・情報共有～	 

４章	 エンディング	 （約２分）	 

（２）指導案(B5･ﾓﾉｸﾛ/PDF)…本書	 

（３）音声スクリプト(A4・ｶﾗｰ/PDF)…登場キャラクターのセリフ全てを掲載したもの。	 

（４）ワークシートＡ(B5･ﾓﾉｸﾛ/PDF･ﾜｰﾄﾞ)…動画の内容を理解するためのもの。	 

（授業中での活用を想定）	 

（５）ワークシートＢ(B5･ﾓﾉｸﾛ/PDF･ﾜｰﾄﾞ)…授業終了後に岸和田市をどんなまちにしたい	 

か児童に考えてもらうためのもの。（家庭学習	 

やグループワークなどでの活用を想定）	 

（６）自治基本条例タブロイド版（A3･単色ｶﾗｰ/PDF）…条例全体の内容を掲載したもの	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (指導に当たっての参考資料)	 

	 

岸和田市自治基本条例デジタル教材	 

「岸和田市のまちづくりのルールを学ぼう！	 
自治基本条例って何だ？」指導案	 



■本教材の使い方	 

下記（１），（２）のどちらかの方法を選択し，指導案（本書），音声スクリプトやワーク

シートＡを活用しながら，授業を進めてください。必要に応じてワークシートＢもご活用く

ださい。なお，条例の全体像については自治基本条例タブロイド版をご参照ください。	 

（１）適宜動画を停止し，指導する。	 

（２）動画すべてを児童に見せた後，指導する。	 

	 ※動画は，字幕あり・なしを選べます。	 

■指導内容（動画全編	 約２４分）	 

デジタル	 

教材	 
子どもたちの活動と内容	 指導上の留意点	 

・オープニング	 

	 

１まちづくりと

政治	 

２岸和田市の政	 	 

	 治	 

	 

００：００〜	 

０６：３２	 

---デジタル教材を上映する前に---	 

①デジタル教材についての話を聞く	 

教これまで政治の仕組みについて勉強

してきましたね。	 

みんなに岸和田市の政治やまちづくり

のことを知ってもらうために市役所が

つくったデジタル教材を今から見てい

きましょう。	 

○これまで学習した政治の仕組み

を児童に想起させ，これから岸和

田市の政治やまちづくりについ

て学習することを知らせる。	 

○各学校で取り上げた事例の学習

の後，このデジタル教材は岸和田

市が作成した教材であることを

知らせる。	 

３助け合いのま

ちづくり	 

	 

０６：３３〜	 

１１：３４	 

②助け合いのまちづくりについて,話し

合う。	 

教岸和田市でもよりよい社会をつくる

ために,代表者を選び,みんなの手でま

ちづくりを進めているんだね。助け合

いのまちづくりを進めるのに,大切な

ことが３つあります。デジタル教材を

見ながら見つけましょう。	 

教３つの大切なこと,見つけましたか？	 

子自助,共助,公助です。	 

教それぞれ,どんなことですか？	 

子自助は,自分の身のまわりでできるこ

とを自分自身で実施することです。	 

共助は,みんなで協力し合ってまちを

よくする取組みです。	 

公助は,公的機関などが,市民みんなの

ためにサービスを提供することです。	 

教例えば,阪神淡路大震災のような大き

な地震に備えて,それぞれどんなこと

ができるのでしょうか。ワークシート

Ａに書いてみましょう。	 

教どのようなことを書きましたか？	 

子・・・・・・・・・	 

○代表者や市にお願いするだけで

なく,自分自身にできることが多

くあり,みんなで役割分担し,協

力し合うことが重要であること

をとらえさせる。	 

	 

○助け合いのまちづくりで大切な

ことが３つあることを知らせ,デ

ジタル教材の「助け合いのまちづ

くり」を見せる。	 

	 

○自助,共助,公助の３つを見つけ

た後,どのようなものか,黒板に

示すとともに,ワークシートＡに

書かせる。	 

	 

	 

○事例を知らせ,それぞれどんなこ

とができるのか,ワークシートＡ

に書かせる。	 



４自治基本条例	 

	 

５自治基本条例

を理解する３

つのキーワー

ド	 

	 

１１：３５〜	 

２２：０１	 

③自治基本条例について考える。	 

教市民が主役になって自分たちのまち

をつくるために,岸和田市が大阪府で

最初につくったルールがあります。こ

れを自治基本条例といいます。自治基

本条例を理解する３つのキーワードが

あります。デジタル教材を見て,考えま

しょう。	 

教３つのキーワードを見つけました

か？	 

子協働，参画，情報共有です。	 

教それぞれどんなことでしょうか？	 

子協働は,みんながそれぞれの役割に	 

基づいて，まちづくりを進めることで

す。参画は，みんなが意見を出したり,

一緒に取り組んだりすることです。	 

情報共有は，みんなが情報を十分に共

有していることです。	 

○動画「協働」で「市役所も協力し

て川の清そうをする」ことが公助

に位置付けられている。これは，

「川の清掃で集められたゴミを

パッカー車で回収する」からであ

るが，共助と混同する児童がいる

場合や児童から質問があれば，説

明する。	 

○協働,参画,情報共有の３つを見

つけたあと,どのようなものか,

黒板に示すとともに,ワークシー

トＡに書かせる。	 

６エンディング	 

	 

２２：０２〜	 

２３：４９	 

	 

④自分たちでできるまちづくりについて

考える。	 

教岸和田市を「○○なまち」にするため

に，自分たちは何ができるでしょう

か？ワークシートＢに書きましょう。	 

	 ・今は,どんなことが課題で,だから,

どんなまちにしたいか。	 

	 ・「自助」「共助」「公助」の各視点から

どんな取り組みができるのか。	 

○「自助」「共助」「公助」の連携・

協力が協働であり，それらがうま

く機能するためには情報共有や

参画の仕組みが必要になってく

ることを伝える。	 

	 

○最後の「考えてみよう」のシーン

（２３：２２）を見せ，ワークシ

ートＢに書かせる。時間がない場

合は，家庭学習とする。	 

	 


